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今月は…地域材利用 

愛知万博・瀬戸愛知県館と矢作川流域の木材 
柳澤　力 

瀬戸愛知県館の外観（写真左：大橋富夫氏 撮影）。大きく見える上部ボリュームは全て矢作川流域の地域材（下山産の材）で、下山村に戻ったあと、その大半が新築された巴
ヶ丘小学校の床や手摺、外壁などにリユースされた（写真右）。 

　実のところ、建築における木材のリユースは難しい

とされているのですが、この小学校の設計を私の母が

していた縁もあり、下山村からの提案を受け、その後

清水村長の英断を始め役場の加藤氏、森林組合長の川

合氏、愛知県農林水産部の松田氏､三輪氏､山本氏､国

際博推進局の横井氏等､多くの方々の協力、議論、調

整によって実現した初めての試みです。（所属等は当時） 

 

■ 森の人たちとの対話 

　当初、地元の材料を使ってという要請に対して、良

いものを使うことが本旨だと反発もしましたが、加工

現場や流通経路、木材市場、産地など訪ね、さらに森

林や河川の問題など視野に入れると、結局は地元のも

のを使うことが「良い」事なのだと思い至りました。

顔を知った人たちが、何に使われるのか分かった上で、

最良の木を真剣に切ってくれました。 

　コストの面では、購入先である下山村森林組合、一

次加工を担当した足助町木材協同組合と直接話をし、 

　2005年愛・地球博で愛知県は二つのパビリオンを出

展しましたが、今回はその内、海上の森の片隅に建て

られた瀬戸愛知県館での取組について紹介します。こ

こで使われた木材はほとんど矢作川流域の地域材であ

ること、工事中の濁水対策として矢作川方式を採用し

ていることなど、この地と関係が深いのです。 

 

■瀬戸愛知県館があいち海上の森センターと下山の小学校に 

　このパビリオンは、今年の秋「あいち海上の森セン

ター」として再オープンする予定なのですが、当時の

姿とは大分変わります。海上の森や維持管理に負担が

かからないよう、3000m2の建築物を1500m2に縮小させ

るからです。では、残った1500m2はどこにいったのか。

壁・床等で木材を多用していましたが、これは下山村

（現在豊田市）で新築される小学校でリユース（再利用）

されました。原木も下山の木であり、故郷に帰った形

です。ちなみに恒久部分においても木材を多用してお

り、ほとんど下山村と足助の木が使われています。 

 



しません。 

　私は、三河材を利用した住宅の現場を20年間で、約

200棟あまり経験してきました。伝統的な手法に学び、

土壁を推奨し、合板などの新建材を排除した家づくり

は、結果的に健康によく、最近問題となっているシッ

クハウス症候群のない住まいをつくることにもなりま

した。現在の一般的な家は、新建材が多く使われ、ビ

ニールクロスで内装されたものが大半で、住んだ当初

が最高の状態ですが、しだいに住みにくくなってきま

す。私が手がけてきた家は時間がたつと落ち着きが出

て、木と漆喰と土の柔らかな風合いと湿度調整機能に

よる豊かな空間が、住むほどに住まい手になじんでく

る家と思っています。 

　私たちの子孫と地球のためにも、近くの山の木で家

をつくることを推奨します。 

 

 

　　　　　　　　　　　　　　　大江　忍  
 

　毎年春になると、多くの人が花粉症に悩まされます。

その主たる原因として嫌われ者になってしまったスギ

の木は、戦後に住宅を建てるための材料として、国策

で大量に植林されました。今やそのスギの木は、日本

の木造住宅を全て新築するのに充分な蓄積量となり、

伐採時期を迎えています。しかし国産材の利用率は国

内の木材使用量の2割程度で、大半の建物は外国から

の輸入材で建てられています。すぐそばに木材が眠っ

ているにも関わらず、わざわざ石油燃料を消費しては

るか遠くの地から運ばれてきた材料で家をつくること

が一般的になってしまい、逆に、どうすれば“近くの

山の木で家をつくること”ができるのかわからないと

いう意見を多く耳にすることになりました。 

　木の需要が無いために、本来なら手入れすべき山が

放置され、荒れてしまい、危機的な状況に陥っていま

す。“近くの山の木で家をつくること”は、山に資金

を還元し、山を整備し、水と空気を守ることへつなが

ります。木造の家をつくることはCO2固定となり、温

暖化問題解決への一助にもなります。風土にあった木

でつくった家の寿命は長く、2～3世代へと受け継ぐこ

とができます。これは持続可能な資源の有効利用でも

あります。最近の住宅は寿命が25～30年程度というこ

とで、大量の解体廃材を生み出し、社会問題化してい

るなか、国産材で建てる家づくりは、子孫へツケを回 

三河材で家をつくる 

（おおえ　しのぶ、　　　　　　　　　　　　　　　　 

　    (有)ナチュラルパートナーズ 一級建築士事務所）  

 

棟上げの様子 

さらに小学校に戻ることを前提にリースという形を取

り、愛知県・下山村双方が負担することで安く済みま

した。また、計画的な伐採・加工を行え、流通やスト

ックの無駄も省け、森側の人たちにとっても適正な価

格になったかと思います。 

　さらに木材の品質を確保するためには、十分な乾燥

期間を取ることが重要なのですが、通常の建設工事で

は計画的に行えず機械的な人工乾燥などに頼りがちで

す。瀬戸愛知県館では、仮設使用ということで最低限

の加工しか行わず、さらに使用中に風が抜け乾燥を促

すようなディテールとしました。小学校の建設時に合

わせ、博覧会期間中を乾燥期間と捉えていたのです。 

 

■ 地域材の本当の良さ 

　地域材を使った建設事例といえば必ず間伐材かと問

われますが、ここでの取組は違います。森林の生産循

環を考えれば間伐も必要でしょうが、本当に商品価値 

のある木を育て売ること自体にもっと目を向けるべき

でしょう。この建物で使われている木材は全て森の人

たちが丹精をこめて育てた立派な木ばかりです。木材

は切られて材料になってもなお呼吸しており、地域の

木材であれば、その性質は気候風土に沿っているので、

維持管理の方法などの知恵も自然に生まれてきます。

技術や文化、風土を育てるという意味でも地域材は見

直されるべきではないでしょうか。近所で取れた木で

出来た空間の匂いや肌触りは、溶け込んでしまうよう

な自然の雰囲気をかもし出しているのです。 

　今回の取組で残念だったのは、広葉樹地域材の市場 

が確立されておらず使えなかった事。何世代も先を見

据えるべき林業、あるいは世界中で行われている森林

伐採の事を、次世代に何が残せるのかを含め分野や立

場を超え、真剣に考えていかねばならないと感じます。 

（やなぎさわ　つとむ、 　　 　　　　　　　　　　　 

　　　　　　 瀬戸愛知県館設計担当、(株)第一工房） 



北設楽郡豊根村「木サイクル」の挑戦 
～持続可能な「緑の循環型社会」をめざして～ 

 （あおやま　こういち、 

　　　　　　　豊根村産業課） 

　収入が見込めないため伐採

の時期を迎えても伐採できな

い人工林、60歳以上が約5割に

達する人口の高齢化、そのた

め地域の製材工場等はすべて

廃止になるなど、山間地域の

林業は危機的な状況に追い込

まれています。林業の収益構

造の悪化は森林の管理不足を

助長し、その公益的機能の低

下を進めています。こうした

状況を改善すべく、私たち豊

根村は「とよね木サイクルプロ

ジェクト」を平成13年から進め

ております。「木サイクル」と

いうのは読んで字のごとく、

木を循環させようという思い

からつけられた名前です。プ

ロジェクトには2つの理念があ

ります。「地域の木を地域で使

う」「木を無駄なく使う」です。

理念に掲げる森林利用を実現

するため、中核となる「とよね

木サイクルセンター」を村直営

で設立し、活動を進めています。 

　活動は、30年～40年も手塩

にかけて育ててきたのに、市

場価格が低いため森林に放置

される小径の間伐材を積極的

に購入することから始まりま

した。放置される木材を少し

でも搬出することが、森林の

健全化のきっかけになると考

えました。小径の間伐材を通

常の建材として活用すること

は難しいとされていますが、「つ

みきハウス」工法を導入するこ

とで、小径材でも十分に建築

用途に活用できるようになり

ました。現在までに村内25か

所以上で利用され、住民の手 

によるバス待合所の建設や家

庭でのプランターなど、村の

木材が村内で消費されるきっ

かけとなっています。また、

愛知県内を中心に百数十箇所

で利用されるなど、木材の地

産地消ともいえる流れが生ま

れてきております。 

　もうひとつ、切った木を無

駄にしないために「木質ペレッ

ト」製造を進めています。「木

質ペレット」は最近、環境に貢

献するバイオマスエネルギー

として脚光を浴びています。

現在、第3セクターで経営する

日帰り温泉施設「湯～らんどパ

ルとよね」の給湯ボイラー熱源

や、地元の公共施設など20か

所に設置されたペレットスト

ーブでの利用が始まっています。

燃料としてなら木を毎日利用

できますし、木は石油と違っ

て植林すれば再生できる資源

ですから、森林の村において

最適な利用法だと考えています。 

　地域の環境を持続的に守っ

ていく。これは、私たち河川

上流地域の使命と考えており

ます。「木の循環」をつくりあげ、

持続可能な「緑の循環型社会シ

ステム」を下流部に提案してい

くことが、これからの環境時

代の地域の未来に寄与すると

確信しております。豊根村は、

これからも挑戦していきます。

次世代に住みよい地域を残す

ために。 

ペレットストーブ 

子供でも建築に参加できる「つみきハウス 」 

木質ペレット燃料 

住民協働で建てたバス待合所 

青山幸一 

き 

き 

さん    ち    しょう 

ち 



　今年の4月から、新たに矢作川河畔林調査事業が始まりました。研究所では1995～1999
年にかけて、越戸ダム～鵜の首橋までの豊田市都心部の矢作川河畔で生物調査を実施しま
したが、「矢作川研究」等で報告したとおり、多くの知見と情報がもたらされ、散策路や
公園整備などに反映されました。 
　今回の調査対象地域はこれまで全く情報のなかったところですが、範囲が越戸ダム～小
渡地区までと広いため、いくつかの地点を選定し、重点的に調べることにしました。調査
項目は植物・鳥や哺乳類などの脊椎動物・昆虫・地域社会などからなり、現地には7月から
調査に入っています。すでに魚の餌としても使われるトビケラに寄生するユスリカの存在
が判明するなど、興味深い結果も得られました。 
　次号では調査で得られた話題も含めて、水に関わる昆虫をテーマにしていきたいと考え
ています。ご期待下さい。（間野） 

　Rio第1号の発刊は約8年前の1998年5月、当研究所にはじめて研究員が常駐するよ
うになった翌月でした。当初はワープロで版下を作った手作り感あふれる白黒版で、
執筆して頂く方を探すのに毎月苦労していたことを憶えています。その後3年たって
カラー版となり、昨年度からは各号ごとにテーマを設けるようにして、まとまりのあ
る紙面づくりをめざしています。今後とも流域の自然や文化、さまざまな活動、調査
・研究の成果を楽しく、わかりやすく紹介していきたいと思いますので、どうぞよろ
しくお願いします。（洲崎） 

Rio第1号 

Rioは発刊100号を迎えました！ 

2004年9月4日 
豊田市古瀬間町（吉鶴靖則氏 撮影） 

今月の一枚 

ワレモコウ 

　明るい草地に生えるバラ科
の多年草です。秋の訪れを告
げる深紅の花穂は、派手では
ありませんがはかなげで風情
があります。 
　下の句は、花の形を人の指
に見たてたものでしょうか。 
 
  路岐して　何れか是なる 
  われもかう　 （夏目漱石） 

わかれみち いず ぜ 


